
平成３０年度市政懇談会意見要望回答(全３８件） とき：７月６日（金）　　会場：稲村公民館

Ｂ：実現に努力しているもの
Ｄ：実現が極めて困難なもの
Ｆ：現状等の説明を求められたもの

№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■企画部

1 若草町
市外局番
の廃止

　３市町が合併して１３年が経過したが、市外
局番の廃止はいまだされていない。旧３市町
が一体感を持てるよう、市外局番を廃止して
ほしい。

　現在、那須塩原市には市内通話料金で通話できる単
位料金区域（ＭＡ：メッセージエリア）が、旧黒磯エリア及
び那須町エリアの黒磯ＭＡと旧西那須野町、旧塩原町
エリア及び大田原市、矢板市、塩谷町エリアの大田原Ｍ
Ａとの２つのＭＡが混在している状況にあります。
　こうした状況の解消に向け、これまでにもＮＴＴや国に
対し要望書や意見書を提出してきましたが、ＭＡの再編
により、これまで区域内であった市町への通話が市外
通話になること、また、一部の地域では基本料金の増額
が生じることなど本市に限らず他の自治体に及ぼす影
響も大きく、エリアの変更要件にもある全加入者の合意
を得ることも困難な状況にあることから、現段階での統
一は難しく、当面は現状のままで対応するしかないと考
えております。

Ｃ

2 原町 まちづくり

　本市は鉄道（JR）が南北に縦断しており、ま
ちづくりという点では鉄道を境に地域が分断さ
れてしまう。今はそれぞれの地域の良さを活
かしてまちづくりをしていくことが必要だと思
う。また鉄道の東側の地域にも「人づくり、ま
ちづくり交流館」のような拠点施設が必要だと
思う。そして、これからは住民が整備された施
設等をどう利用し活かしていくかが課題だと
思う。

　「人づくり、まちづくり交流館」のような拠点施設につい
ては、地域に有効な施設であると考えますが、駅の東西
での整備は困難な状況であります。
　既存の公民館や建設中の「まちなか交流センター」を
有効に活用していただくとともに、施設の運営にも様々
な形で参画していただきたいと考えております。

Ｄ

3 松原町
高齢者施
設と自治会
の関わり

　松原町内には複数の高齢者施設があり、昨
年そのうちの一つから町内会に加入したいと
要望されたが、やむなく断った経緯がある。地
区の役員等の高齢化が進み、対応が困難な
のが原因だが、今でもそれらの施設とは、地
区や施設のイベント情報等をお互いに提供し
あうなど良い関係を続けているが、今後、高
齢者施設と地域との関わり合いも増えてくると
思われる。自治会としてどのように関わってい
けばよいのか市の見解を教えてほしい。

　地区内の施設との交流は有意義なものと考えます。
　事例としては、地区内の事業所等が賛助会員として自
治会に加入しているなどの例がありますが、自治会と施
設等が相互の関係や役割についての認識の共有を
図ったうえで、さらに良好な関係を築いていただければ
と考えております。

Ｆ

4 黒磯七区
新庁舎建
設

　新庁舎建設の中で、西那須野地区や塩原
地区は現在の支所の庁舎を利用して引き続
き行政サービスを受けられるが、黒磯地区は
どうなるのか。現在の黒磯庁舎は取り壊すと
の事だが、行政窓口は東那須野まで行かな
ければならなくなるのか。

　新庁舎建設後において黒磯地区の行政サービスを提
供する機能として、現在建設中の（仮称）駅前図書館内
に行政窓口を設ける計画としております。提供する具体
的なサービスにつきましては現在検討中ですが、現庁
舎において来庁目的の多い証明書発行などを基本とし
て検討しています。

Ａ

5 黒磯七区
提出書類
の様式の
HP掲載

　自治会等が提出する様々な書類の様式を
市ホームページからダウンロードできる体制
が取れないか。各部署に連絡してデータを
送ってもらうこともできるが、お互いの手間を
省くため、各種自治会関係書式を様式集に入
れておくことができないか。

　自治会関係の様式について、一部、市ホームページ
のオンラインサービス・申請様式ダウンロードの中に掲
載していますが、自治会活動に関する様式をまとめて掲
載できるよう工夫していきたいと考えております。

Ａ

6 黒磯七区
行政資料
の閲覧

　行政が作成する報告書や計画書などの行
政資料がホームページで閲覧できるようなっ
ているか。教育要覧や公民館の事業報告書・
事業計画書などもそのような情報だと思う。考
え行動する市民を作るため、検討してほしい。

　各課で作成している報告書や計画書などの行政資料
については、市のホームページに掲載しておりますが、
今後も様々な情報を提供できるよう取り組んでまいりま
す。

Ｂ

【分類】
Ａ：要望等の趣旨に沿って措置したもの（既に取り組んでいるもの）
Ｃ：当面は実現できないもの
Ｅ：意見・提言として受けたもの
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

当日 黒磯七区
情報の共
有

市の様々なデータや情報について、ホーム
ページを介して発信してほしい。（市）内に対
して便利になるだけでなく、（市）外からも本市
がどのようなまちなのか良くわかるようにな
る。情報の共有という点からぜひそうしてほし
い。

市としても情報の共有は大変大切なものであると認識し
ていますし、まちづくりを進めるうえでも、どれだれ情報
や目的が共有できるかというところが、どれだけ推進力
となってくるのかが大きなポイントになりますので、市と
しても努力してまいります。

Ｂ

■総務部

1 松原町
自宅避難
者に対する
対応

　災害時の避難所として小中学校等が指定さ
れているが、いずれも体育館の収容人数が３
００人程度と少ないため、人口の多い地区で
は一つの自治会だけも全員収容できないこと
が想定される。そうなると避難所に入れな
かった住民は自宅待機となり、自治会で様々
な対応をしなければならない。そうなった場合
の対応策を教えてほしい。東日本大震災の
際、自宅に待機していた人たち（自宅避難者）
は水や食料の支給が無く大変だったと聞いて
いる。

　大規模な災害発生時には、指定避難所に入りきれな
いなどの理由で、それ以外の避難場所（車やテントな
ど）で生活する避難者が出ることも予想されるため、市
は、避難所外避難者の情報を収集し、避難所の避難者
と同様の支援（食料・物資の提供、情報の提供など）を
行うよう努めます。
　併せて、市民の皆様には、住宅の耐震化や浸水防止
に取り組んでいただくとともに、各家庭で家族３日分程
度の備蓄（水・食料の備蓄、カセットコンロ、ろうそく、懐
中電灯、石油ストーブなどの準備）を進めていただきま
すようお願いします。

F

2 新町
災害時の
水・食料の
確保

①災害時、水については各自で２～３日分を
確保できると思うが、長期化した場合、水の
確保をどのようにすれば良いか。例えば、稲
村地区では稲村公民館に井戸を掘るのはど
うか。

②災害時の食料の配布方法についてはどの
ように考えているのか、詳しく教えてほしい。

①災害時（断水時）の飲料水確保対策として、避難所等
におけるペットボトル水の配布、給水所の設置による給
水を行います。ペットボトル水は、市が備蓄しているほ
か、他自治体や民間企業との協定に基づき確保しま
す。
　また、生活用水の確保対策として、今年３月から市内
にある井戸所有者の協力を得て、災害時に地域住民に
水を提供できる井戸を登録しておく「災害時協力井戸登
録制度」を開始しました。新たに井戸を掘るには多額の
費用を要するため、まずはこの制度により生活用水の
確保を図りたいと考えております。

②災害時の食料対策として、避難所等での備蓄食料の
配布、炊出しによる提供を行います。配布する食料や食
材は、市が備蓄しているほか、他自治体や民間企業と
の協定に基づき確保します。

　なお、災害時の水や食料の供給について、特に発生
初期においては、十分な量が確保できないおそれがあ
りますので、各家庭で家族３日分程度の備蓄をお願いし
ます。

F

3 黒磯七区
災害用井
戸の登録
数

　災害時の非常時に水確保のための災害用
井戸の登録状況を知りたい。（できれば公民
館区ごとに）

　災害による断水時に生活用水を確保することを目的
に、今年３月１日から災害時協力井戸登録制度を開始
しました。
　現在、登録申出のあった９箇所の井戸について、登録
や標識の交付、公開の手続きを進めております。地区ご
との内訳は、稲村公民館区が１箇所、とようら公民館区
が１箇所、鍋掛公民館区が２箇所、東那須野公民館区
が４箇所、三島公民館区が１箇所となっております。
　今後さらに登録数が増えるよう井戸所有者に周知を図
り、協力を求めてまいります。

F

4 黒磯七区
防災計画
書

　今年度４月に各自治会長あてに防災計画
の冊子が送られてきた。自治会が防災で担う
のは自助・共助であるが、その冊子の内容の
大半は公助に関する記載が占めていた。自
治会向けに自助・共助に特化した冊子を作れ
ないか。また、冊子を送って終わりではなく、
自主防災組織や自治会長向けのレクチャー
が必要ではないか。自助・共助・公助の役割
分担や知っておくことの整理が必要だと思う。

　市地域防災計画には、災害に係る予防、応急及び復
旧・復興対策に関し、市や防災関係機関等が処理すべ
き事務又は業務の大綱を定めており、自治会の皆様に
計画の内容に触れていただくことを目的として配付して
おります。
　また、自治会の皆様に自助・共助の役割分担等につ
いて理解を深めていただくことは大変重要であると考え
ておりますので、自助・共助に特化した冊子の作成及び
レクチャーにつきまして、今後検討してまいります。

B
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■生活環境部

1 阿波町
通学路の
速度規制

　稲村小学校付近（稲村公民館側）の市道
は、特に朝の通勤・通学時間帯は交通量も多
くスピードを出している車もあり大変危険。来
春には保育園（いなむら保育園）が開園予定
で、今後交通量がさらに増えることが見込ま
れることから、早急に速度規制の実施をお願
いしたい。

　いなむら保育園開園予定地付近につきましては、交通
量の増加が予想されますので、交通安全対策について
那須塩原警察署に要望してまいりたいと思います。

A

2 阿波町
手押し信号
の改修

　稲村公民館入口の信号は手押し式となって
いるが、事故防止のために手押し式以外の
信号機（一般の信号機）に変更できないか。

　信号機の変更につきましては、昨年度末に同様の要
望をいただいており、今年５月に那須塩原警察署に要
望いたしました。

A

3 西新町 指定ごみ袋

　指定ごみ袋の値下げを要望したい。本市の
指定ごみ袋は他市町と比べて割高になって
いて、ごみ処理手数料が料金に含まれている
のが原因。大田原市ではごみ処理費用を市
税で賄っているため指定ごみ袋が安い。宇都
宮市では指定ごみ袋自体を導入していない。
また他県では指定ごみ袋の特売日を月２回
実施しているところもあり、本市でも特売日を
設けてほしい。

　家庭系ごみの手数料につきましては、平成３０年３月
に改定した一般廃棄物処理基本計画において設定し
た、家庭系ごみの新たな目標値が達成され、また各年
度の推計値を下回る状況が続き、市民にごみ減量化及
び資源化に関する意識が浸透したと判断される場合は
見直しを検討することとしています。
　また、指定ごみ袋は、ごみ処理費用の負担の公平化
やごみの減量化などを目的として導入した制度でありま
す。したがって、販売店での特売という行為は、この目
的から逸脱してしまうため、指定ごみ袋の特売を行うこ
とはできません。

D

4 若草町
信号機の
設置

　若松団地豊浦線の、現在いなむら保育園の
建設工事をしている交差点（通称：はやぶさ
十字路）押しボタン式信号を４点式信号にして
ほしい。保育園が開園すると送迎用の車両が
増えることが見込まれる。

　信号機の変更につきましては、昨年度末に同様の要
望をいただいており、今年５月に那須塩原警察署に要
望いたしました。

A

5 若松団地
防犯灯の
設置

　通学路になっている次の道路に防犯灯を付
けてほしい。
①埼玉街道の「あさの」から「あかねや」に続く
道路
②板室街道から分水通りに出る道路（本澤畳
店付近）

　市では自治会等に対し防犯灯設置費の一部補助を
行っておりますので、防犯灯の新規設置を希望されます
場合は、補助金の申請書を生活課にご提出いただきま
すようお願いいたします。

F

6 湯宮

廃棄物処
理施設等
周辺環境
監視事業
費補助金

　廃棄物処理施設等周辺環境監視事業費補
助金について、その趣旨・目的により、協定の
締結に関わらず交付をしてほしい。

　補助金の交付を実施するにあたっては、公益財団法
人栃木県環境保全公社からの寄付金を受けることが大
前提であります。栃木県廃棄物周辺整備事業助成実施
要領において、寄付金の対象となる自治会等について
は、関係自治会との協定締結が対象地域となる条件と
規定されており、協定未締結の場合、寄付金の交付は
されず、ひいては市の補助金交付対象とはならないもの
となるため、現状協定の締結に関わらず交付を実施す
ることは難しいと考えます。

D
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■保健福祉部

1 緑ヶ丘団地
眼科病院
の誘致

　現在、黒磯地区には眼科の病院がなく、高
齢者など車で通院できない人が困っている。
眼科の病院の誘致をしてほしい。

　眼科に限らず医療機関が、身近にあることは理想であ
ると考えております。しかしながら現在市内には、ほとん
どの診療科目が整っているため、今のところ医療機関
の誘致は考えておりません。

D

2 黒磯七区
避難所運
営連絡会
の設置

　各小中学校の体育館が避難所指定となって
いるが、エリアごとの避難所運営連絡会を作
れないか。防災訓練として避難所エリアごと
の自治会・学校関係者・避難所担当職員が最
低でも年一回は顔を合わせる必要があるの
では。他県では避難所運営協議会に補助金
を出しているところもあると聞く。まずはモデ
ル地区を作って実施する方法もあるがいかが
か。

　災害発生時における避難については、まずは、一人ひ
とりが自分や家族の身は自分たちで守るという意識のも
とに行う「自助」、その上で、隣近所への声掛けや安否
確認、更に自治会や自主防災組織などによる安否確認
及び避難誘導等の「共助」が確実に行われることが重要
となります。この「自助」と「共助」が効率的かつ効果的
に機能するためには、避難所を避難者全員で協力し
合って運営することを理念とする避難所運営連絡会、協
議会等の設置は非常に意味のあることであると認識し
ております。
　避難所運営連絡会のモデル地区設置につきまして
は、今後先進事例を参考に研究してまいりたいと考えて
おります。

B

3 黒磯七区

避難所での
コミュニ
ケーション
確保

　避難所でのコミュニケーション確保につい
て、聴覚障害者や日本語が不自由な人など
に対する情報補償をどのように考えているの
か。

　聴覚障害者及び日本語の話せない外国人等への情
報提供については、これまでホワイトボードや黒板等の
掲示板での文字による案内のほか、筆談、さらには情
報ネットワーク環境が整っている場合においてはスマー
トフォンアプリによる日本語変換通訳等、可能な限りの
手段を用いて情報提供を行う考えであります。

B

4 黒磯七区
コンビニへ
のAED設置

　救急救命会の必要性は十分理解している
が、ＡＥＤの使い方を学んでも身近な所に設
置されていなければ意味がない。特に夜間や
土日など公共施設が閉まっている時には、近
くにＡＥＤが無い状況になる。これを解消する
ためにコンビニにＡＥＤを設置してほしい。県
内でもこのような対応をしているところが出て
きた。安心安全なまちづくりのために検討して
ほしい。

　救命救急の観点からは、ＡＥＤの設置個所が増えるこ
とはとても望ましいことと考えます。そのことから、市職
員等が配置されている施設で多数の市民が利用する市
有施設１００箇所にＡＥＤを配置したところでありますが、
現在のところコンビニなど民間施設への ＡＥＤ配置につ
いては考えておりません。

C

5 湯宮
避難行動
要支援体
制

　地域福祉計画及び地域福祉活動計画「避
難行動要支援体制」については理想的な計
画だと思うが、実際に災害が起こった際、行
政や協議会がどれ程の成果を上げるのかは
疑問だ。大切なのは地域のコミュニケーション
であり、現在助成金が５０％出ているが、この
額だと会員への議決や負担が課題となり、積
極性に欠けるのが現状だ。助成ではなく給付
金として援助してもらえれば、支援者近所の
会員への要請や日常における見守り活動が
活発になると思う。

　本制度は、災害発生時に避難が困難な高齢者や障害
者を、地域の「共助」（ボランティア）により、安否確認や
避難所へ誘導するといった新たな取組であります。
　昨年度から、市は各自治会へ本制度の説明会を開催
し、具体的な取組についてお願い申し上げているところ
です。今後につきましても、引続き本制度への理解を深
めるとともに、より深く自治会への浸透が図れるよう鋭
意努力してまいります。
　なお、助成金に関しては,社会福祉協議会からの「地域
福祉活動補助金」と思われますので、同会に御要望を
伝えたいと考えております。

E

14



№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■保健福祉部・企画部

1 黒磯七区

行政区別
人口等デー
タのHP公
開

　自治会の加入率や年齢構成等を見るため、
行政区別の人口や世帯数のデータ、また、年
少人口・労働人口・高齢人口などのデータを
市ホームページで公開できないか。青梅市で
はこのようなデータをホームページで公開して
おり、市のイメージを確認しやすかった。ま
た、人口ピラミッド（当年、５年後、１０年後等）
のデータも見ることができれば、市の将来像
もイメージしやすくなると思う。

【保健福祉部】
　現在、市民課窓口において、住民基本台帳がベースと
なる地区別人口や世帯数について、希望者には有料で
提供しておりますが、今後は、ホームページで公開して
まいります。

【企画部】
　行政区別の人口や世帯数については、地区づきあい
等を加味したものであり、ホームページで公開していくも
のと異なりますが、自治会が使用する場合には引き続
き直近の数字を提供してまいります。

Ｂ

Ｃ

■保健福祉部・産業観光部

1 西新町
募金活動
（緑の羽・
赤い羽）

　「緑の羽募金」や「赤い羽根共同募金」につ
いては、募金の趣旨を理解して今後も積極的
に協力していきたいが、各班に羽根を配布し
ても殆どの人が受け取らない。配布物を羽根
ではなく、クリアーファイル等にできないか。

【保健福祉部】
　赤い羽根は「社会福祉法人栃木県共同募金会」から
無償で配布されるものであります。同会に御要望を伝え
たいと考えております。

【産業観光部】
　緑の羽根は緑の募金運動のシンボルとして全国で活
用されております。緑の羽根は「とちぎ環境・みどり推進
機構」より無償で配布されておりますので、市独自にクリ
アファイル等の配布は考えておりませんが、とちぎ環境・
みどり推進機構に要望として伝えていきます。

Ｅ

Ｄ

■子ども未来部

1 西新町
こども医療
費の助成

　本市のこども医療費助成については、未就
学児は「現物支給方式」、７歳～１８歳は一度
病院等の窓口で料金を清算した後、助成申
請の手続きを行う「償還払い方式」となってい
る。近隣の那須町では１８歳まですべて現物
支給方式を導入しており、申請手続き軽減の
ために本市でも１８歳まで現物支給方式を導
入してほしい。

　本市のこども医療費助成は、小学生までを対象とした
栃木県のこども医療費助成制度をもとに、対象年齢を１
８歳まで独自に拡大して実施しています。
　現物給付の対象年齢を拡大することで、申請手続きの
軽減を図ることができますが、県補助金が減額となるほ
か、自己負担の廃止により、将来にわたって市財政に
大きな負担を生むことになります。
　これからも制度を安心して使っていただくため、受給者
の皆様には自己負担や申請手続きについて、ご協力を
お願いしたいと考えております。
　また、より使いやすい制度となるよう、県制度において
現物給付対象年齢を拡充するよう、引き続き要望してま
いります。

※現物給付を中学生まで拡大（H31.4.1から）
※償還払い（高校生）自己負担2,000円（変更なし）
※平成３１年４月から現物給付拡大実施に向けて、１２
月議会で条例改正等所要の手続を行っている。

Ａ

当
日

〃 〃

【再質問】
　市町によってこども医療費の助成方法が異
なっている。例えば那須町では、０歳から１８
歳までが医療機関の窓口での負担がない現
物支給となっている。対して本市や大田原市
では、未就学児は現物支給だが、小学生にな
ると窓口で３割払い、その後市に申請して
払った医療費が振り込まれるということになっ
ている。できれば現物支給にしてもらえれば、
保護者も助かるという声をよく聞く。また、本
市では、振り込まれる医療費は、小学生は５
００円、中学生以上は２，０００円を差し引か
れた額が振り込まれるが、大田原市では小学
生から高校生まで一律で差し引かれる金額
は５００円である。財政的に厳しいというが、
同じ市内の子供たちなので中学生以上でも差
引額を上げずにしてほしい。

【市長】
　ご指摘の通り、こども医療費の取組については、各市
町でバラバラであり、統一されていない部分が多々あり
ます。那須地域の中でも３市町でも中身が異なっていま
す。本来、１８歳まで現物支給というのが理想ではありま
すが、ここまで行くためには段階的なものが必要だと考
えています。他市町で様々な形で取り組んでいるものも
あるので、市としてもそれらを研究していくなかで、子供
たちの医療費についてどのような形がベターなのか今
後も研究してまいります。

Ａ

15



№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■産業観光部

1 黒磯七区 巻狩まつり

　那須野巻狩まつりは前夜祭的な大将鍋出
陣祭と、翌日の本祭があるが、その２日間を
結びつけるのは大将鍋の山車での移動だと
思う。現在は那須塩原駅周辺の一部道路を
大将鍋山車を実行委員が引いて移動してい
るが、それを参加型にできないか。また、３３２
号線の４車線化が完成した暁には、那須塩原
駅前から那珂川河畔公園近くまで、人々の手
で引いて移動させるのはどうか。今でも大将
鍋自体が大きいので、会場内では人々の関
心を集めているが、東那須野と黒磯を結んで
山車で運ぶこと自体が大きなイベントとなり、
反響を呼ぶと思う。

　大将鍋出陣式の際の山車パレードについては、頼朝さ
ん・政子さんをはじめ、東那須野おはやしクラブや子ども
神輿等、多くの子ども達の参加をいただいております。
山車の移動について、一般の方の参加をいただくことに
つきましては、大将鍋出陣式の企画・運営を担当してい
る東那須野地区ふれあい推進協議会と協議の上、検討
したいと考えます。
　また、那珂川河畔公園までの移動につきましては、そ
の可能性及び手法について今後検討したいと考えま
す。

Ｃ

■産業観光部・教育部

Ｄ

Ｄ

1 黒磯七区
博物館活
動の観光
利用

　博物館活動を観光に活用してはどうか。
①塩原軌道の人車鉄道の動態展示。（博物
館付近やアグリパル付近など観光的要素を
含めての対応）
②青木邸に展示してある青木伯爵の馬車の
レプリカをつくり、青木道の駅周辺を周遊させ
ると新しい観光資源になるのでは。また、青
木周蔵祭りを記念して黒磯駅から青木小まで
を馬車でデモンストレーションしてはどうか。
③黒磯郷土館で田舎暮らしや田舎生活体験
等の宿泊体験を実施してはどうか（子ども向
け・親子向け・都市居住者向けなど）。

【産業観光部】
　歴史文化や自然は本市の貴重な観光資源であり、特
に那須野が原博物館や青木邸などについては、観光事
業やプロモーションと連携した取組を行っております。
　今年度、日本遺産に認定されたことで、更に博物館の
活用が図られると考えておりますが、手法については教
育委員会と協議しながら進めていきたいと考えておりま
す。

【教育部】
　那須野が原博物館は、観光面の活用にも積極的に取
り組んでおり、この度ＤＣキャンペーン関連事業として企
画展「野州塩原ー温泉と渓谷に魅せられた人々ー」を開
催したところです。
①人車軌道の動態展示については、復元すべき車両の
大きさやある程度の移動距離の確保のため相当の敷地
を要すると思われます。博物館やアグリパル周辺に用
地を確保することは困難であるとともに、安全面の確保
等管理上も展示は難しいと考えます。

②青木邸の活用については、今年度、日本遺産に認定
されたこともあり、観光資源として注目を集めることが予
想されます。馬車の復元による周遊については、馬の調
教や飼育管理等の面からも難しいと考えます。

③黒磯郷土館（津久井家住宅）は都市計画区域内にあ
るため、本来耐火構造ではない茅葺屋根の建築物は建
築することができません。しかし、本市に残る貴重な歴
史的建造物として後世に伝えるため、「展示物」として移
築しております。そのため、中に人が入ったり、火を使う
といった建造物としての利用はできません。

16



№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■建設部

1 豊浦北町
歩道の安
全整備

　板室街道（国道４号から青木地区）の歩道
について老朽化しているので改修してほし
い。
【問題点】
①歩道の幅が狭いため、自転車が通ると歩
行者の行き場がない
②学生の自転車がスピードを出すので危険
（特に早朝）
③排水溝の蓋がガタついていて、通ると音が
うるさい
④排水溝が車道より高い位置にあるので意
味をなしていない
⑤段差が多く高齢者が歩くには危険
【改善要望】
①車道と歩道の境の縁石は必要
②車道と歩道の高さを同じにして、段差を解
消する
③住宅との境に縁石を設置
④排水溝は車道側に設置し、蓋も２倍程度大
きくする

　県に確認したところ、歩道整備事業につきましては、県
管理道において市内各所で実施している状況ですが、
歩道未整備箇所がまだ多くあり、そちらの箇所を優先的
に整備していきたいと考えておりますので、歩道拡幅の
再整備については、今後の検討課題としてまいりますと
の回答を得ております。また、改善要望の①から④につ
いては、

①当該区間の縁石は整備済です。
②フラット化して縁石を設けるのは、歩道と宅地に高低

差が生じるため困難です。
③、④不具合がある場合は個別に確認します。

との回答も得ておりますので、修繕が必要な場所などに
ついては、市に連絡をいただければ、県と調整したいと
考えております。

E

2 若草町
道路の改
修

　昨年、松浦町稲村線の元の道路について
市道認定の要望をしたところ、道路幅が認定
要件に当てはまらないことから、認定は困難
との回答をいただいた。しかし、市道認定の
有無にかかわらず、この道路を利用する人は
多い。また、若松団地豊浦線が改修され、そ
の延長で県道埼玉街道に抜ける道路はパッ
チングだらけで水たまりができやすいため、心
無い車からの水しぶきが歩行者にかかってし
まう状況です。市道認定に関わらず、このよう
な荒れた道路の改修を一刻も早くしてほし
い。

　当該路線の舗装状況については、市においても状況
を把握しておりますが、道路整備は、市道を優先してい
ることから、改修は難しい状況です。
　今後も、市管理道路として適切な維持管理に努めてい
きたいと考えております。

C

3 本郷町
道路の整
備

　３３２号線の早期完成を望む。那須街道の
渋滞を緩和し、那須町から黒磯、東那須野を
通り西那須野へとつながる、国道４号線の裏
街道として、地区の発展にも大いに効果があ
ると思う。昨年も要望したが進展がない。地元
が盛り上がらないと県も進展しないのか、説
明を聞きたい。

　県に確認したところ、当市上黒磯地内から那須町筒地
地内区間延長L=約２㎞(内当市約８５０m)を優先区間と
して事業着手しており、昨年度から用地買収を実施して
いるところで、本年度も用地取得を先行取得していきた
いと考えておりますとの回答を得ております。
　目には見えませんが、事業は進展している状況です。
また、市でも整備促進の要望を行っておりますので、今
後も、３３２号線の整備推進にご理解、ご協力をお願い
します。

F
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

【建設部】
　３３２号線についてですが、県が進めている事業です
が、市としても強く要望活動を行っています。６月２８日
にも県議会議員による県土整備委員会という現地調査
が行われ、市、市議会議員も出席し、強く要望している
道路です。確かに東那須野を通らないと最終的に開通
とならないため、市としてもそちらから進めてもらえれば
良かったのだが、県は那須街道側を先に整備したいと
いうことで進めています。その他、県では国道４００号の
大きな橋を塩原地区に整備しているなど、大変な金額を
かけていただいているため、市として強く要望を出してい
るが、全て要望どおりとならないのが現状です。しかし早
期完成に向けて、引き続き要望を行っていきます。
　また、黒磯西岩崎線についてですが、用地買収を２７
から行っており、今年は東原小学校の前まで行う予定で
す。今後も懸命に取り組んでまいりますのでご理解いた
だきたい。

【市長】
　３３２号線について、現在、上黒磯から那須町側に橋
を架けるために県が取り組んでいるが、この橋を架ける
のを優先しているのには理由があります。那珂川に晩
翠橋が架かっていますが、この橋の老朽化が進んでお
り、県で手入れをしてもらいながら活用している橋です。
この晩翠橋にかかる負担を少しでも軽減するため、上黒
磯地内の那珂川に新しい橋を架けようと県で取り組んで
いるものです。現在、市としては３３２号線というのは上
厚崎地内までは完了しております。上厚崎地区から東
那須野地区の足利銀行の交差点までの約３．５㎞につ
いても大変重要な路線であるため、県に対して懸命に
要望をしているところです。先ずは、新しい橋を架けても
らい、那須インターチェンジに向かって道路を完成しても
らうこと、そして上厚崎地内から東那須野方向への３．５
㎞の道路を整備をしてもらうことについて、地元の県議
と一体となった形でおねがいをしていきたいと思います。

当日 〃 〃

【再質問】
　以前から３３２号線を東那須に整備するとい
う計画はあったと思うが、県に申請してもはじ
かれているのでは。東那須に通じる道を何本
も作るのではなく、３３２号線を優先的にすれ
ば良かったのではないかと思う。

　御意見として承ります。 E

4 黒磯七区 道路整備

　黒磯七区内に通称「湯街道」といわれる市
道があるが、その道路整備がいつ頃になるの
か教えてほしい。観光シーズンになると、黒羽
街道や鍋掛街道が混雑するため、一日も早
い湯街道の整備を望む。

　市道湯街道２号線の整備は、国庫補助事業として平
成２５年度に事業着手しており、平成３７年度末の完了
を目指しております。
　近年、補助金交付額が厳しく、完了時期に遅れも見込
まれますが、早期に全線開通ができるよう引き続き努力
したいと考えております。

B

5 湯宮
道路の修
復

　市道湯宮木綿畑本田線は、クリーンセン
ターの移設に伴う水道管埋設工事が行われ
１０年が経過しようとしているが、未だに路面
の本復旧がされず、いたるところで損傷してい
る。全路線の復旧を継続事業として計画して
もらいたい。また、路面標示も殆どが消えてし
まい、雨天時や夜間走行時の視界性が悪く
危険な状態なので、整備してほしい。

　市道木綿畑本田湯宮線は、平成２０年度から平成２１
年度にかけて水道管埋設工事が行われ、舗装本復旧
工事は平成２１年度に完了しております。
　また、舗装修繕は交通量や損傷状態等を勘案し優先
順位をつけ工事を実施しておりますので、引き続き道路
維持作業による適切な対応を取りたいと考えておりま
す。
　なお、路面標示については、早期の整備ができるよう
検討したいと考えております。

B

当日 大黒町
用水堀等
の修理

　旧イセジン跡の東側に用水堀が流れている
が、商工会の通りを横切るようにして側溝が
あり、横断するところに網があるのだが、一部
崩れて歩道にかかっているので修繕してほし
い。

　まずは詳しい場所等の確認をしたいので、後程道路課
にて相談してほしい。 A

B

【関係質問】
　３３２号線の計画は地区の発展のためという
のは理解できるが実際は止まってしまってい
る。早期完成やそのための予算確保など県を
動かすには地元の県議や市長の力が必要
だ。もっと馬力を入れて取り組んでほしい。
　また、鳥野目街道稲村小学校の道路を整備
しているが、予算の関係で途中で止まってい
る。何のために道路を作っているのか。子ど
も達のためではないのか。３３２号にしても東
原のように児童数の多いところから始めない
のか。そういうところも関連して検討してほし
い。

道路の整
備

豊浦北町当日
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■建設部・産業観光部

1 本郷町
ダムや林道
の観光利
用

　大川林道を改修・開通させ、深山ダムや
沼ッ原人工ダムを観光地として活用してはど
うか。また、塩那スカイラインを開通させれ
ば、木俣川の素晴らしい紅葉も観れます。

【建設部】
　県に確認したところ、塩那スカイラインは、H16年度に
整備(建設)中止することで決定しており、植生回復後林
野庁に返還する予定となっています。現在は、植生回復
及び各営林署等と返還に向け作業を実施している最中
であり、開通させる予定はないとのことです。また、大川
林道（一般県道黒磯・田島線）についても、改修、開通さ
せる予定は、現在のところないとの回答を得ておりま
す。
　また、市では、県道黒磯田島線については、福島県南
会津町と本市で期成同盟会を結成して、県に対して整
備要望している道路でありますので、今後も要望活動を
続けていく所存であります。

【産業観光部】
　大川林道や塩那スカイラインについては、現在のとこ
ろ開通の予定はないとのことですので、ダムや木俣川な
どの美しい景観は、深山園地や沼っ原園地、木の俣園
地などからの眺望をご案内したいと考えております。

Ｃ

Ｃ

■上下水道部

Ｂ1 長久保
水道水の
異臭問題

　今年２月１１日に発生した水道水の異臭問
題について、長久保地区も被害を受けた。こ
の問題について何点か伺いたい。

①水道水からアンモニア臭がした原因は何な
のか。施設の問題なのか、取水している水の
問題だったのか。また、浄水場で処理できな
い程のアンモニアはどこから混入したのか。
②朝はアンモニア臭、昼は塩素臭そして夕方
に異臭が解消しているが、この一連の流れを
説明してほしい。
③今回の事で市は金銭的損害を受けること
になったと思うが、その金額はどのくらいか。
またその損失はどのように処理したのか。
④ライフラインを脅かした今回の問題につい
て、今後の対応はどうなっているのか。

２月１１日、今回の問題を知った当地区の区
長や自治公民館長が、午前７時４０分頃に給
水車のところにいた職員に状況の説明を求め
たが、状況の詳しい回答を得られなかった。
そこで区長と公民館長が協議し、午前８時頃
から電話連絡で各世帯に事態の連絡を行っ
た。市の広報車が回ってきたのは更に１時間
後だった。朝食の時間帯であったため、多くの
人が水道水を摂取してしまっていたが、混入
していたものによっては傷害事件になってい
た可能性もある。今回の件に対し、市の対応
は少々疑問が残る。

①今回の事故では、水道水が「塩素臭い」などの異臭に
関する苦情が多くあり、また、原水にアンモニアが混入
していたことから考えますと、滅菌用に注入している塩
素剤とアンモニアが反応した結果として異臭を放ったと
考えております。なお、アンモニア混入の場所は特定で
きておりません。

②当初、原水へのアンモニア混入を確認した後、塩素剤
注入量を増加して対応しましたが、塩素消費量が注入
量を上回ったため、途中から更に注入量を増加しまし
た。その結果、様々な反応過程での水道水がお客様の
もとへ届くこととなり、異臭の状況も異なったものと考え
られます。

③今回の異臭事故において、市は直接の金銭的損害
は受けておりません。異臭水については、水質基準を満
たしていないものと考えられ、お客様においては出し水
（お客様の給水装置から水を捨てていただくこと）で対応
いただくよう協力を求めていたものであることから、正規
の水道料金を徴収することはできないと判断し、対象地
区内のすべてのお客様に使用水量「３㎥」の減量認定を
行いました。

④取水停止を判断する監視基準の見直し等を既に行っ
ており、今後とも再発防止に取り組んでまいります。
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№ 地区 項目 意見要望 回答 分類

■教育部

1 西新町

学校安全ボ
ランティア
貸与の備
品

　学校安全ボランティア（スクールガード）に
は、オレンジ色のベストやウィンドブレーカー
が貸与されているが、経年劣化が進み、色あ
せているものを着ている人も見られる。また在
庫不足から、貸与されていない人もいる。特
に現状のベストは通気性が悪く、夏場は大変
汗をかくので、作り直す機会があれば、素材
を通気性の良いメッシュタイプにしてほしい。

　学校安全ボランティア（スクールガード）に貸与してい
るベスト等については、今年度、その一部を更新する予
定となっておりますので、メッシュタイプの素材のベスト
についても検討してまいりたいと考えております。

A

2 緑ヶ丘団地
小学校区
の見直し

　今年度、東原小学校の新入生は人数が減
り、1学級となってしまった。学区の再編成を
検討してはどうか。たとえば、稲村小学校区
になっている県営東原住宅は、その一部につ
いては東原小学校と通り1本しか離れておら
ず、学区替えをすれば通学時間も短縮できる
がいかがか。

　学区の再編成につきましては、現在の学級数や児童
数の下で、具体的にどのような教育上の課題があるか
について総合的な観点から分析を行うとともに、地域の
コミュニティ活動にも影響が及ぶことから、保護者や地
域住民の皆様と共通理解を図りながら考える必要があ
ります。このようなことから、今後の児童数の推移を注
視しながら、必要に応じて検討してまいりたいと考えてお
ります。

Ｅ
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